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感
染
拡
大
防
止
支
援
金
（
８
万
円
）

交
付
確
認
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら

『要点と解説』を発行

感
染
予
防
、
重
症
化
予
防
に

有
効
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
あ

り
ま
せ
ん
。
安
全
・
安
心
の

職
場
づ
く
り
の
た
め
に
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
奨
励
し
た
い
と

の
お
気
持
ち
は
も
っ
と
も
だ

と
思
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
個
人
の
自

己
決
定
権
を
尊
重
し
な
が

Ｑ
：
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
、
事
務
ス
タ

ッ
フ
の
中
に
否
定
的
な
人
が

い
ま
す
。
感
染
と
重
症
化
予

防
の
た
め
に
も
可
能
な
限
り

推
奨
し
た
い
で
す
。
業
務
上

の
強
制
は
不
可
と
お
聞
き
し

ま
し
た
が
、
ど
こ
ま
で
な
ら

可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
接
種
後
の
重
い
副
反
応
に

対
す
る
公
的
補
償
は
あ
り
ま

す
か
（
50
代
女
性
）。

Ａ
：
使
用
者
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
強
制
す
る
こ
と
は
新
型

コ
ロ
ナ
に
限
ら
ず
で
き
ま
せ

ん
。
個
人
の
自
己
決
定
権
に

委
ね
ら
れ
る
問
題
だ
か
ら
で

す
。
逆
に
「
う
ち
で
は
ワ
ク

チ
ン
を
打
つ
な
」
と
の
強
制

も
、も
ち
ろ
ん
ダ
メ
で
す
ね
。

　

他
方
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

ら
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め

の
休
業
・
時
間
給
の
補
償
、

万
一
の
副
反
応
に
お
け
る
休

業
補
償
や
そ
の
他
手
当
支
給

な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
対

応
は
大
丈
夫
で
す
。

　

Ｎ
Ｇ
な
の
は
、
「
接
種
し

な
い
こ
と
を
理
由
と
し
た
減

給
・
シ
フ
ト
変
換
」「
職
務

内
容
の
意
図
的
な
変
更
」

「
な
ぜ
打
た
な
い
の
か
を
執

拗
に
問
い
た
だ
す
」
な
ど
で

す
。
接
種
の
方
向
へ
の
同
調

圧
力
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

接
種
後
の
副
反
応
は
原
則

と
し
て
公
的
補
償
（
労
災
）

の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
医
療
従
事
者
に
関
し

て
は
特
に
公
益
性
・
必
要
性

が
高
い
こ
と
か
ら
、
労
働
者

の
業
務
遂
行
に
起
因
す
る
疾

病
と
し
て
労
災
保
険
給
付
の

対
象
に
な
り
得
ま
す
（
厚
生

労
働
省
Ｈ
Ｐ
：
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

な
ど
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
）
。

 

（
弁
護
士
・
西
晃
）

転ばぬ先の　
　法律相談

医院経営

第25回 スタッフにワクチン接種の推奨　注意点は？

同調圧力はNG　自己決定権尊重を

イラスト・辻井タカヒロ

在
宅
推
進
も
小
手
先
の
対
応

『
保
険
診
療
の
研
究
』
は
４
月
下
旬

22
年
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴

22
年
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴

平
尾
清
司
研
究
部
長
に
聞
く
㊥

22
年
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴

22
年
診
療
報
酬
改
定
の
特
徴

21・22年度　第12回　理事会報告　2022年３月12日
【報告事項】
・ 大阪市交渉を２月18日に実施し、医療機関への検査キットの無償配布
などの新型コロナ感染対策、口腔保健対策の充実を求めた。
・ 協会が参加する近畿総決起集会実行委員会が近畿各府県の知事に対
し、検査・入院体制の整備など、新型コロナ感染症への対策を求める
要望書を提出した。
・ 新点数説明会に参加できない会員向けに、３月28日から協会HP「会
員ページ」で説明会録画を配信する。
【協議事項】
・ ロシアのウクライナ侵攻に対し、理事会として抗議声明を出すことを
決めた。また、これを機に憲法を変えようとする動きが強まっている
ことに対して、改憲反対署名をさらに推進する。
・ 75歳以上の窓口負担２倍化に反対する署名の推進について検討、１万
1,000筆を目標に６月まで取り組むことを決めた。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
公
政
権
は
10
月
か
ら
75

歳
以
上
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
１
割
か

ら
２
割
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

負
担
が
２
倍
に
な
る
こ
と
で
受
診
を
た
め

ら
え
ば
、
疾
患
の
発
見
の
遅
れ
や
重
症
化

な
ど
重
大
な
結
果
を
招
く
。
何
と
し
て
も

負
担
増
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
に
わ
た
り
、
国
民
生

活
は
困
窮
を
極
め
て
い
る
。
特
に
高
齢
者

は
、
年
金
削
減
、
後
期
医
療
・
介
護
保
険

料
増
、
物
価
高
の
多
重
苦
が
直
撃
。
生
活

費
を
捻
出
し
よ
う
と
、
服
薬
回
数
を
減
ら

し
た
り
、
痛
み
を
我
慢
し
た
り
し
て
受
診

―
―
口
腔
機
能
管
理
の
評
価

が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

口
腔
疾
患
の
重
症
化
予
防

や
口
腔
機
能
の
維
持
・
向
上

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
口

腔
機
能
管
理
料
と
小
児
口
腔

機
能
管
理
料
は
そ
れ
ぞ
れ
対

象
年
齢
が
「
65
歳
以
上
」
か

ら
「
50
歳
以
上
」
に
、
「
15
歳

未
満
ま
で
」
が
「
18
歳
未
満

ま
で
」
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
期
の
根
面
う
蝕
に
罹
患

し
た
患
者
へ
の
フ
ッ
化
物
歯

面
塗
布
処
置
で
は
、
在
宅
患

者
に
加
え
て
65
歳
以
上
の
外

来
患
者
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
協
会
の
要
望

を
一
部
反
映
し
た
改
定
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
口
腔
機
能
管
理

料
も
、
小
児
口
腔
機
能
管
理

料
も
、
歯
科
衛
生
士
が
補
助

を
行
っ
た
場
合
の
評
価
が
あ

り
ま
せ
ん
。
歯
科
訪
問
診
療

補
助
加
算
の
よ
う
な
評
価
を

設
け
る
べ
き
で
す
。

―
―
在
宅
歯
科
医
療
の
評
価

は
ど
う
み
ま
す
か
。

　

「
病
院
か
ら
在
宅
へ
」
を

推
進
す
る
厚
労
省
の
狙
い
の

下
、
一
定
の
評
価
の
見
直
し

が
み
ら
れ
ま
す
。
在
宅
患
者

訪
問
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
指
導
管
理
料
で
は
、
点

数
増
と
と
も
に
対
象
疾
患
が

拡
大
。
摂
食
機
能
障
害
に
加

え
、
口
腔
機
能
低
下
症
が
含

ま
れ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま

し
た
。

　

小
児
在
宅
患
者
訪
問
口
腔

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導

管
理
料
で
は
、
対
象
年
齢
が

15
歳
未
満
か
ら
18
歳
未
満
に

拡
大
。
非
経
口
摂
取
患
者
口

腔
粘
膜
処
置
（
非
経
口
処
）

は
10
点
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
不
十
分
で
は
あ
り
ま
す

が
、
実
態
調
査
を
基
に
要
請

を
重
ね
た
保
団
連
の
取
り
組

み
が
実
を
結
ん
だ
と
言
え
ま

す
。

　

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療

所
（
歯
援
診
）
で
は
歯
科
訪

問
診
療
料
１
・
２
の
実
績
要

件
が
見
直
さ
れ
、
歯
援
診
１

は
３
回
増
の
18
回
、
歯
援
診

２
は
６
回
減
の
４
回
と
な
り

ま
し
た
。
歯
科
訪
問
診
療
料

で
は
診
療
時
間
が
20
分
未
満

の
場
合
の
「
70
／
１
０
０
」

減
算
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

訪
問
診
療
１
は
「
80
／
１
０

０
」
、
同
２
は
「
70
／
１
０

０
」
、
同
３
は
「
60
／
１
０

０
」
と
差
が
つ
け
ら
れ
た
一

方
、
20
分
要
件
の
撤
廃
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

全
体
的
に
は
在
宅
歯
科
医

療
の
評
価
は
改
善
傾
向
で
す

が
、
低
す
ぎ
る
診
療
報
酬
の

下
、
小
手
先
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。
抜
本
的
に

診
療
報
酬
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
、「
20
分
ル
ー
ル
」
や

歯
科
訪
問
診
療
移
行
加
算
の

「
３
年
以
内
」
要
件
、
非
経

口
処
の
月
２
回
算
定
制
限
な

ど
、
不
合
理
な
ル
ー
ル
を
見

直
し
、
患
者
の
実
態
に
即
し

た
評
価
と
す
べ
き
で
す
。
同

時
に
、
患
者
負
担
が
増
え
な

い
よ
う
窓
口
負
担
の
軽
減
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

 

（
つ
づ
く
）

　

協
会
は
診
療
報
酬
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
『
２
０
２

２
年
改
定
の
要
点
と
解
説
』
（
頒
価
４

０
０
０
円
、
写
真
）
を
発
行
し
ま
し

た
。
３
月
21
日
の
新
点
数
説
明
会
参
加

　

１
月
末
に
申
請
を
締
め
切

っ
た
厚
労
省
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
防
止
継
続
支
援
金

（
８
万
円
）
の
交
付
決
定
が

順
次
進
め
ら
れ
て
い
る
。
３

月
18
日
現
在
、
２
０
２
１
年

11
〜
12
月
電
子
申
請
分
は
、

申
請
内
容
に
不
備
が
あ
る
も

の
を
除
き
、
交
付
決
定
が
完

了
し
て
い
る
。

　

医
療
機
関
ご
と
の
処
理
状

況
に
つ
い
て
は
、
同
支
援
金

の
ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
（
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
）
か
ら
確
認
で
き
る
。

同
ペ
ー
ジ
の
「
交
付
決
定
確

認
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
エ
ク

セ
ル
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
。
申
請
時
の
受
付
番
号
を

入

力

す

る

と
、
現
在
の

状
況
を
確
認

で
き
る
。

者
以
外
は
、
会
員
に
１
冊
郵
送
し
て
い

ま
す
。
届
い
て
い
な
い
場
合
は
事
務
局

（
℡
06
‐
６
５
６
８
‐
７
７
３
１
）
ま

で
。
会
費
免
除
の
特
別
会
員
で
書
籍
が

必
要
な
方
は
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

３
月
26
日
以
降
の
新
点
数

説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
場
合

は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
ま

す
。
な
お
、
『
歯
科
保
険
診

療
の
研
究
』
は
４
月
下
旬
に

発
行
予
定
で
す
。

を
断
念
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。

　

保
団
連
の
調
査
で
は
、
直
近
の
半
年
間

で
歯
科
で
は
48
・
４
％
が
患
者
の
受
診
遅

れ
や
重
症
化
を
経
験
し
て
い
た
。
う
蝕
の

進
行
や
多
発
、
歯
周
病
の
重
症
化
の
ほ

か
、
抜
歯
に
至
っ
た
事
例
ま
で
寄
せ
ら

れ
、
健
康
悪
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
く
、
受
診
の
手
控
え
は
命
の
危
機

に
直
結
す
る
。
岸
田
首
相
は
「
国
民
の
命

を
守
る
こ
と
が
政
治
の
使
命
」
と
謳
う
な

ら
、
高
齢
者
を
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る
窓
口

負
担
増
は
直
ち
に
撤
回
す
べ
き
だ
。

　

協
会
・
保
団
連
は
高
齢
者
の
窓
口
負
担

増
の
中
止
を
求
め
る
「
２
倍
化
ス
ト
ッ

プ
」
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
請
願
署

名
は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
権
利
で
あ
り
、

選
挙
以
外
で
国
民
の
意
思
を
示
し
、
政
策

に
反
映
で
き
る
唯
一
の
手
段
だ
。
国
会
で

採
択
さ
れ
れ
ば
、
内
閣
は
具
体
的
な
手
立

て
を
講
じ
る
責
任
が
問
わ
れ
る
。

　

過
去
の
「
混
合
診
療
全
面
解
禁
反
対
署

名
」（
２
０
０
５
年
）
で
は
全
面
解
禁
を

阻
止
し
、「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

署
名
」
（
08
〜
10
年
）
で
は
70
〜
74
歳
の

窓
口
負
担
増
を
食
い
止
め
て
き
た
。
一
人

ひ
と
り
の
声
が
政
治
を
動
か
す
大
き
な
力

に
な
る
。

　

「
２
倍
化
ス
ト
ッ
プ
」
署
名
は
今
号
に

同
封
し
、
会
員
に
届
け
る
。
患
者
の
受
療

権
を
守
る
た
め
に
医
院
で
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

春夏秋冬

75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
倍
化
阻
止
へ

署
名
の
声
が
政
治
動
か
す


